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七 七 六 ）
に成立し、
同七年（











































































































































































































































































































































































































































































元 来 国 破
れて山
河 在
り 其
間に居ります
我
も亦時
を 慨
して居りますから
花
を見て
涙を
戦ぐ
種となり、
夫
から別
恨
んで居ります
我
身のことでありまするに依
つて、
鳥を
聞いても心を
驚
すところの媒
と相成ります
ものであるが
眼
に 触
れ耳に聴くところのもの何れも悲
感を
惹
かざるなしと
申
します
次第で、
……
。
(47) 
と述べている。
同 書
は
杜甫
の詩に
返
り点を付
して引用する
が、
書
き下し文はない。
しかし
森愧
南は、
主 語
は杜
甫であ
ると解
しているのであって、
介山がこの見解
を踏襲するこ
とはない。
つまり
介山には特定の
書
物に拠っ
て杜
詩を解釈
しよう する意図はなかったのではな
かろうか
。
それが
「春望
」の頷
聯
を 擬
人法に
読
んだ要因となっていよう。
付記
しておくならば
、こ
のほか、
B説
で 管
見に入ったも
ののうち、
中 国
の
研究
者のものとしては、
林庚
．
凋玩
君
主
編「
中 国 歴
代詩歌
選
上 編
（二）
」 （
人 民
文 学
出 版
社
、一
九
六四第
一
版、
一九九
一 第
一 八
次 印
刷
）が
ある。
これははっ
きりと
擬
人法であると認め、
以下のように述べる。
「感時」二旬、
是擬
人写法、
意 思 是
、
自 己
感 歎
時
局、
見 花
而漑
涙、
覚得
花
也在
猿涙、
恨恨離別、
聞 鳥
而驚
心、
覚得
鳥
也在心
驚゜
また
葛暁音
「
杜 甫 詩
選評
』 （
上海
古
籍出
版社
、
二0
-―)
もB
説
に加えられよう。
同 書
は以下のように述べている。
但是山
河
草木雖然
無情、
詩人却 使
宅何
都
変成
了有
情
之物、
花鳥会
同詩
人
一様因感時
而猿涙
、
因 恨
別 而
傷心
。
足見人間
深
重的苦
難也難能
驚動
造化
。
花児帯
露 ・
鳥児
暗鳴
不
過是
自
然現
象、
而所猿
之
泊和
所驚
之心
実出自詩
人。
因 此
花和
鳥
的 瀕
泊和
驚
心 只
是人
的 移
情。
おわりに
花が
涙を
磯ぎ
、鳥
が心を
驚
かすというのは
杜甫
の感情が
投影
したものだというのである。
既に述べてきたことと重なるが、
小杉放庵
と中
里介
山の
読み
方を
紹介した
研究
を 寡
聞にして知
らない。
放庵
の
書物
は 先
に述べたように、
戦後
も出
版社
を
変更
して刊
行されて
いるから、
一定の
読
者 層
を有したこ
とは
確実である。
一方、
介山の
書
物が
紹介されなかったのは、
その
影響
がかなり限
定的であったことを示しているかもしれない。
しかし、
以
上に見てきたように、「春望
」の
頷聯
の 読
みは、
C
説を
別
とすれば
、決
し
てA
B
のうちのどちらか
一方
の説
に限って
採用
されてきたわけではなく、
B説
にも相当な
支持
があっ
たことは
確
かである。
頷聯
の 読
みが詩全
体にどのような
影
響を
及ぼ
すかについては詳
細
に 検
討し
なければ
ならない。
しかし、
どの
説
に与しようとも、「春望
」の頷
聯
がいかに
読ま
れてきたのか、
その
歴史
をたどるのであれば
、本
稿で
は 簡略
にしか
触
れられなかったが、
唐詩
の 擬
人
法について
再 検
討す
るとともに、
我
が 国
の古典
をも
視野
に入れて
検討
の 範
囲を
拡大
する必要があろう。
その
際
には
我
が 国
におい
ては高橋
梨
一や
小杉放庵
と中
里介
山
の 読
み方
が 存
在してい
(48) 
注(1)
『解釈辞典」
刊行以
前のもの
で目に入
った
ものでは
、
内田
泉
之助
『新選唐詩
鑑賞」
（明治書院、
一九
五六
）
が、
「花
にも涙
を浪ぎ、
……
鳥に
も心を驚か
す」
と読ん
で、
「なお
こ
の前聯を
「時
に感
じて
花
は涙を
浪ぎ、
別れを恨ん
で鳥は心を
驚かす
」
と
読んで、
時に感
ずるも
の
、
涙を漑
ぐも
のは
花と見
、
同じく
別
れを恨み
心を驚か
すも
のを
鳥と見る説
（新唐詩選）
もあ
る。
文法
的に
は無
難であ
ろう
。
しか
し花
鳥は
も
と無心、
有心
は人
にある。
解釈
としては
従い
難い
。」
と述
べ、
目加田
誠
『唐詩三
百首
2」
（東洋文庫、
一九
七五）
が、
「花に涙を猿
ぎ、
……鳥
に心を
驚か
す」
と読み、
また
同氏
『唐代詩史』
（目加
田誠著作
集六、
龍渓書舎、
一九
八一）
では
、
「花に
も涙を浪ぎ、
……
烏
にも
心を驚か
す」
と読ん
でおり
、
刊行以後
のも
のでは
、
興膳
宏「
杜甫ー憂愁
の詩人を
超え
て」
（岩波
書店、
二0
0九）
、
宇
野直人
「杜甫
ー偉大
なる
憂鬱」
がある
。
近年
のも
ので
は張
忠
綱・孫
微
「杜甫集』
（鳳凰
出版社、
二0
一
四）
が、
「感時、
感
傷時局。
花浪涙、
見花開而覗涙。
鳥驚心、
聞鳥
鳴而心驚
。」
と
説明
している
。
(2)
夏松涼
「杜詩鑑賞」
（遼寧教育出版社、
一九
八六
）
も擬人法
を用
いる
と
見な
して
以下
のように
述べ
る
。
頷聯是采用擬人
手法
、
濱染詩人憂国思家的痛苦
心情
。
たこ
とも
記憶
に留め
てお
くべ
きで
はなか
ろうか。
……
「花瑕
涙」
、
是説花草也
因国家的残破和人民的苦難而同
情而驚恐暗鳴。
当詩人在春天的
早晨、
詩人所看到的是
一片
寂寛荒涼
景象、
這更
激起他内
心的無限苦
痛。
子是、
在他看
来、
春天
早晨鮮花上
晶螢的露
珠、
也成了
花的傷心的涙水了、
樹間春鳥的暗叫、
也成
了国破家亡的驚恐哀鳴了。
人対花流
涙、
花対人流
涙、
人与花的涙水流在
一起
了、
鳥対
人哀鳴、
人対鳥嘆息、
人与鳥的感情融成
一片
了。
這種擬人手法、
用
来抒写詩人内心的悲苦、
特別深刻有力、
在我国古
典詩詞中
被常
常運用。
(3
)
『解釈辞典」
は言及しな
いが
、
横山伊勢雄
「中国古典詩衆花
政ー治
と戦乱』
（小学
館、
一九
八四
）
の指
摘も以下に引
いて
お
＜ 
頷聯
の
「花浪涙」
と「
鳥驚
心」
の旬を、
「花
（も）
涙を猿
ぎ「
鳥
（も）
心を驚か
す」
と読ん
で、
花と鳥を主
格に
した
擬人
化と見る解
釈も
あるが
、
この
詩
の場
合は適
切でな
い。
花や
鳥が人
間
の悲
惨な情況に同情し
てい
るとみ
ると
、
詩情
が感傷に流さ
れて弱
くな
って
しまう
からである
。
首聯
の山
河・
草木を
承けた頷
聯の花
・
鳥はあくま
で不
変の
姿と秩
序
をも
っ
て非
情に存
在す
る自
然の側のも
ので
なけれ
ばならな
、
。
↑ 
(4)
吉川幸次郎
『杜
甫II』
（筑摩書房、
一九
七二）
に、
「謡曲
『俊
寛」
が、
「時に
感じ
ては
、
花も涙を浪ぎ、
別れを
恨み
ては
、
鳥
も心を動か
せり
」
とい
うの
も、
その
影響
が、
五山の禅
僧を通
じて
、
作者世阿弥
に及ん
でいる
のかも
知れな
い。」
とある。
(49) 
(5)
同氏
「杜甫
『春望」
の漉
涙
につ
いて
」
の注
(3)
に、
以下
のよ
うにある。王力
『古代漠語」
下冊
第二分
冊
（中華書局、
一九
六四
）
-1
二七
五頁
。
高橋君平
一杜甫
「春望」
の解
釈」
（「
九州中国
学会報」
一八
、
一九
七二
）
も同
様の
読
みを主張する。
この
読み方で
は文
法上
の主語は
花と鳥だ
が、
実質
的に涙し心
驚
くの
は作
者
である
ので
、
A
〔主語を作
者に読む説
11
筆者注〕
に入れた。また
、
同氏
「杜甫
『春望
j
の驚心
に
つい
て
」
の注
(4)
に
は以下のように
言う。
王力
「漢語詩律学』
では
「春望」
の頷
聯を
「花使涙猿、
烏使心驚
（花
は涙を
して
浪が
しめ
、
鳥は心を
して
驚か
し
む
）」と
、
「浪」
「驚」
の自
動詞を他動詞と
して用いた
例とす
る。
（「王
力文集」
第十
四
巻所収、
一九
八九
年、
山東教育出
版社、
三一0
頁
）
王力
「渡語詩律学」
（中華
書局香港分局、
一九
七――-
）
第一章
、
近体詩
、
第二
十節、
近体詩的語法
（上
）、1
、
詞的変性
の項
では
、
「（五
）
不及
物動詞作及物動詞用
（使動
）」の
例と
して
「春望」
の頷
聯が
引かれる
。
(6)
王瑞
来点校
「鶴林玉露」
巻四、
乙編
（中華書局、
一九
八三
）
による
。
(7)
慶安元年
（一
六四八
）
京都林甚衛門刊本。
和刻本漢籍随筆
集八、
汲古書院、
一
九七
三影
印。
(8)
小山弘志
•
佐藤喜久雄
·佐
藤
健一郎
「謡曲集
二」
（小学
館、
一九
七五
）
には
、
「世阿弥作と
いう
確証
はな
いが
、
『能本作者
註文」
『いろ
は
作者註文」
『歌謡作者考」
『二
百拾番謡目録」
等
すべ
て世
阿弥
の作
とする。」
とある
。
(9)
同書
二0二頁
。
なお六
0頁に
は、
一時に
感じ
て
は花にも
涙を
磯ぐ」
とある。
(10)
「おく
のほそ
道
付奥細道菅菰抄」
（岩波文庫、
一九
七九第
一刷
、
二0
0七第五
一二刷
）
によ
った
。
(11)
表紙
に
「隣人社発行」
とあり
、
奥付に
は発
行
所と
し
て「
隣
人之
友社」
とある
。
隣人之友社
は
「大菩薩峠」
のほか
、
介山
の個
人雑誌
「隣人之友」
「峠」
などの
発
行所。
『漢詩提唱
（杜
甫
）」で
は上
巻で
二
五篇、
下巻
で
七篇が
取り上
げられる。
(12)
「三代
の栄
耀
一睡
の
中にし
て、」
より
「夏草
や
兵どもが夢の
跡」
まで
の引用が
ある
が省
略した
。
(13)
一
三頁
以降に
「春野」
として
「春望」
を引用す
るが、
前後
の句は省
略する。
「春野」
は誤
植。
四三頁では
「春望」
とな
っ
ている
。
(14)
『中里介山全集」
第一
七
巻
（筑摩書房、
一九
七一
）
所収。
杜
甫と白
楽天
は全集に未
収録。
なお、
「白楽天」
まで
は刊
行され
たが、
予告さ
れた
「高青邸」
以下は末
刊。
(15)
「博」
は
「博」
の誤
り。
博与蠣
（初字
は汝嘱
）
は元
・
博若金
(-
――10四＼
一三
四三
）。
(16)
「胸」
は
「贈」
の誤り
。
(17)
文会堂、
一九
―
ニ・四
初版、
一九
―
ニ・
五
第二版
。
(18)
ただ
し原
文の
一此
律体」
を一
長律体」
に、
一声調」
を
一格調」
(50) 
（北海道教育大学）
に改め
るなど
、
改変
した
箇所が
ある。
〔付記〕
本稿
は
中国文化学会
の大
会
（二
0一
四・六
、
於北海道教
育大学札幌校）
における
シ
ンポジウム
「漢詩教
材とし
ての
杜
甫の
詩」
にお
いて口
頭報告
した
一杜甫
の詩をどう
読むかー
「春望」
の頷
聯」
を補
訂したも
ので
ある。
当日、
御示教
くださ
った
参加
者に感
謝する。
(51) 
